
２０２２．３ 人口と世帯　令和４年３月１日現在

総人口 　881人
　　男 429人
　　女 452人
世帯数 409世帯
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令和4年度予算

前年対比 13.0％増

（2）令和４年３月３１日 第２０９号広　報　ね　ば

　村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
一
般
会

計
予
算
他
六
特
別
会
計
予
算
が
去
る

３
月
10
日
、
村
議
会
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　一
般
会
計
予
算
で
は
、
第
５
次
総

合
計
画
、
総
合
戦
略
の
目
標
達
成
、

安
心
安
全
な
生
活
環
境
整
備
に
必
要

な
事
業
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
産
業

振
興
に
つ
な
げ
る
林
業
基
盤
整
備

や
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
充
実

の
継
続
を
は
じ
め
、
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
を
更
に
推
進
す
る
た
め

に
、
地
域
お
こ
し
企
業
人
の
拡
大
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
と
し

て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
や

村
内
消
費
拡
大
を
図
る
事
業
等
を
計

画
し
、前
年
度
と
比
較
し
て
13
・
０
％

増
の
総
額
で
19
億
千
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

自主財源465,199千円(24.57％)　依存財源1,441,478千円(75.43％)

村税

82,914千円

分担金及び
負担金
356千円
使用料及び
手数料
19,779千円
財産収入
27,934千円
寄付金
205,800千円
繰入金
96,371千円

地方交付税
931,100 千円

県支出金
138,633 千円

村債
188,700千円
村債
188,700千円

国庫支出金
73,415千円

ゴルフ場利用税交付金
2,800千円

繰越金
24,000千円1,911,000千円

地方譲与税 33,997
地方消費税交付金 22,000
環境性能割交付金 1,080
法人事業税交付金 500
配当割交付金 300
地方特例交付金 300
株式等譲渡所得割交付金 230
利子割交付金 80
交通安全対策特別交付金 1

28,501
千円

46,401
千円

3,511千円

1,100千円

諸収入
60,710千円

　例
年
、
歳
入
の
半
分
近
く
を
占
め

る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、
国
で
は

令
和
三
年
度
と
比
較
し
て
３
・
５
％

増
額
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
当
村
に

お
い
て
は
、
令
和
三
年
度
の
普
通
交

付
税
実
績
額
と
比
べ
約
21
％
減
の

８
億
４
千
万
円
に
見
積
も
っ
た
予
算

編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　村
独
自
の
収
入
で
あ
る
自
主
財

源
は
４
億
６
５
１
９
万
円
余
（
24
・

６
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　村
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
度

の
実
績
見
込
等
か
ら
１
５
５
万
円
の

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　一
方
、
依
存
財
源
は
地
方
交
付
税

を
除
き
５
億
１
０
４
７
万
円
余
で
、

国
県
支
出
金
が
２
億
１
２
０
４
万
円

余
（
11
・
１
％
）、
村
債
に
つ
い
て

は
、
同
報
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
の

増
等
に
よ
り
、
前
年
比
48
・
１
％
増

の
１
億
８
８
７
０
万
円
（
９
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
　出

　目
的
別
に
見
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
経
済
対
策
に
関
す
る

事
業
、
好
調
な
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

に
要
す
る
経
費
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
経
費
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
経
費
の
増
な

ど
か
ら
総
務
費
が
５
億
９
１
９
４
万

円
余
（
31
・
０
％
）、
次
い
で
農
林

水
産
業
費
３
億
１
６
８
２
万
円
余

（
16
・
６
％
）、公
債
費（
定
期
償
還
分
）

が
２
億
３
８
２
９
万
円
余
（
12
・

５
％
）
以
下
民
生
費
、
土
木
費
、
教

育
費
、
衛
生
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。　次

に
性
質
別
を
見
ま
す
と
、
物

件
費
が
４
億
８
３
９
８
万
円

余
（
25
・
３
％
）、
普
通
建
設
費
が

３
億
８
１
４
万
円
余
（
16
・
１
％
）、

次
い
で
人
件
費
、
補
助
費
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
（

　）
は
歳
入
・
歳
出
全
体
に
お

け
る
構
成
比

　

歳
　入



（3）令和４年３月３１日 第２０９号広　報　ね　ば

農林水産業費
316,824　16.58%

総務費　591,949　30.98%

公債費
（繰上償還）

2
　0.00%

公債費（繰上償還）
2

　0.00%
公債費（定期分）238,293　12.47%

公債費（定期分）238,293　12.47%

民生費　194,511　10.18%

衛生費　132,013　6.91%
教育費　143,039　7.49%

土木費　145,226　7.60%

消防費 41,805
　2.19%

議会費 24,373
 1.28%

商工費 81,903
　4.29%

予備費 1,000
　0.05%

予備費 1,000
0.05%

諸支出金 2
　0.00%

災害復旧費　60　0.00%
災害復旧費　60　0.00%

積立金 113,776
　5.95%

普通建設事業費
308,147　16.12%

補助費　279,107　14.61%

物件費　483,986　25.33%

人件費　296,120　15.50%

繰出金　132,818　6.95%
扶助費 51,071

 2.67％

維持補修費 6,620
 0.35％

性  質  別目  的  別

令和４年度の主な新規事業
区  分 実　施　事　業

総務費
（ＤＸ推進事業）
　子育てや介護に関する手続きをオンラインで対応できるようにしていきます。また、独居高齢者世帯の見守りを、電源
の入り切りで確認できるシステムの実証実験を行います。

総務費 （防災行政無線デジタル化事業）
　建設から 30 年以上経過する同報無線の更新にむけ、今年度は設計業務に取り組みます。

総務費 （企画広報一般経費臨時的経費）
　「月瀨の大杉」周辺の電柱に添架されている電線等を撮影スポットに入らないよう移設を行います。

農業費 （施設補修事業施設整備）
　ネバーランドが建設され 25 年以上経過するなか、売店の冷凍・冷蔵ショーケースの更新をします。

林業費
（三村オリンピック選手村木材レガシー事業）
　オリンピック選手村で使用された木材をレガシーとして、根羽村・天龍村・川上村の木でベンチや、根羽杉のオブジェ
を制作します。

林業費 （林道開設事業）
　災害に強く、安全に利用できる林道網整備のため、新洞橋・金沢橋の修繕工事を実施します。

商工費
（観光施設整備事業）
　（社）根羽村観光協会の拠点となる森沢グリーンハウスを改修します。観光協会ではグリーンハウスの運営に加え、観
光コンテンツの開発・情報発信、観光客誘致に取り組みます。

土木費 （村営住宅建設事業）
　移住希望者が増えている状況に対応するため、世帯用住宅１棟、単身用集合住宅１棟の建築を行います。

　　　　　　　　　各会計別予算の比較　　　　　　（単位：千円）

区　　　　　分 令和４年度予算額 令和３年度予算額 比　　　較 比　率（％）

一 般 会 計 1,911,000 1,691,000 220,000 13.0

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 114,300 104,300 10,000 9.6
簡 易 水 道 特 別 会 計 41,200 41,200 0 0.0
下 水 道 特 別 会 計 70,000 69,500 500 0.7
介 護 保 険 特 別 会 計 235,500 227,400 8,100 3.6
根 羽 村 営 バ ス 特 別 会 計 17,700 29,500 △ 11,800 △ 40.0
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 20,250 18,000 2,250 12.5
特 別 会 計 合 計 498,950 489,900 9,050 1.8

合 計 2,409,950 2,180,900 229,050 10.5



（4）令和４年３月３１日 第２０９号広　報　ね　ば

議会
だより

　三
月
三
日
・
八
日
・
十
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
三
月
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

３
月
定
例
会

　一
般
質
問

　

◆
片
桐
康
孝
議
員

質
問　

根
羽
学
園
の
現
状
と
コ
ロ

ナ
禍
の
課
題
に
つ
い
て

①
各
地
の
学
校
等
で
は
生
徒
間
に

よ
る
痛
ま
し
い
事
件
に
つ
い
て
報

道
さ
れ
る
な
か
、
根
羽
学
園
で
は

対
処
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
連
絡
網
の

整
備
は
ど
う
か

②
昨
年
度
は
多
く
の
教
員
が
異
動

し
た
が
、
学
校
事
業
を
継
続
す
る

上
で
の
支
障
、
児
童
・
生
徒
と
の

師
弟
関
係
を
築
く
上
で
の
支
障
は

③
コ
ロ
ナ
対
策
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
が
急
増
し
て
い
る
が
、
根
羽
学

園
で
の
進
捗
は

回
答　
（
教
育
長
）
①
児
童
生
徒

が
児
童
生
徒
に
危
害
を
加
え
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
危
機
管
理
体

制
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
で
は

毎
年
「
学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
、
不
測
の
事
態
に

備
え
て
お
り
ま
す
。
連
絡
体
制
も

「
学
校
緊
急
時
連
携
体
制
」
と
い

う
学
校
と
関
係
機
関
の
連
絡
先
、

初
動
か
ら
の
対
応
を
含
め
た
も
の

を
作
成
し
、
保
護
者
へ
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
年
に
複
数
回
の
避
難
訓
練

や
引
き
渡
し
訓
練
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
準
備
に
や
り
す
ぎ
は

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

②
職
員
の
異
動
は
毎
年
あ
り
ま
す

の
で
、
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
密

な
引
き
継
ぎ
と
書
面
で
確
認
を
し

て
お
り
、
大
き
な
問
題
は
な
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
児
童
生
徒
に
対
し
て
も
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
養
護

教
諭
を
は
じ
め
と
し
た
教
諭
陣
が

対
処
し
て
お
り
、
大
き
な
影
響
は

な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
当
村
で
は
全
国
一
斉
休
校
以
来

休
校
と
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

近
隣
町
村
で
は
休
校
に
伴
う
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
が
当
た
り
前
と
な
っ

て
い
ま
す
。
根
羽
学
園
で
も
、
カ

メ
ラ
の
整
備
、
ア
プ
リ
な
ど
の
ソ

フ
ト
整
備
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

へ
の
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問　

飯
伊
地
区
で
は
信
州
大
学

飯
田
キ
ャ
ン
パ
ス
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
村
内
か
ら
更
な
る

賛
同
者
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
る
か

回
答　
（
村
長
）
昨
年
十
月
に
信

州
大
学
中
村
学
長
の
就
任
会
見
の

中
で
新
学
部
創
設
に
つ
い
て
言
及

が
あ
り
、
飯
田
市
長
・
長
野
市
長

が
新
学
部
の
誘
致
を
表
明
し
て
い

る
。

　

飯
田
・
下
伊
那
地
域
へ
の
設
置

実
現
を
目
標
に
八
百
を
超
え
る
企

業
・
団
体
・
個
人
・
行
政
機
関
等

で
構
成
さ
れ
る
「
信
州
大
学
新
学

部
誘
致
推
進
協
議
会
」が
発
足
し
、

根
羽
村
・
根
羽
村
議
会
も
加
入
し

て
い
る
。

　

当
村
は
二
〇
一
一
年
か
ら
連
携

協
定
を
結
び
、
積
極
的
な
交
流
や

事
業
展
開
を
進
め
て
お
り
、
今
後

「
信
州
大
学
新
学
部
誘
致
推
進
協

議
会
」
を
窓
口
に
積
極
的
な
要
望

活
動
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
状
況
を

お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
誘
致
に
向

け
た
機
運
を
し
っ
か
り
と
盛
り
上

げ
て
行
き
た
い
。

令
和
四
年
度
一
般
会
計
予
算
等

二
十
八
議
案
に
つ
い
て
審
議

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
六
号
）

　

非
課
税
世
帯
臨
時
給
付
金
・
子

育
て
世
帯
臨
時
給
付
金
支
給
の
た

め
、
二
千
三
十
六
万
を
追
加
し
、

総
額
二
十
二
億
千
五
百
二
十
一
万

九
千
円
余
と
な
る
予
算
の
専
決
処

分
の
承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
承
認

補
正
予
算

条

　　　　例

◆
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

◆
根
羽
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
さ
れ

て
い
た
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

が
廃
止
と
な
り
、
新
た
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
役
場
内
に
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
地
域
産
業
再
生
拠
点
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

根
羽
村
地
域
産
業
再
生
拠
点
施

設
（
ト
ラ
イ
ア
ル
ハ
ウ
ス
）
の
利

用
期
間
・
利
用
料
の
変
更
に
伴
い

条
例
の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

育
児
休
業
の
取
得
推
進
の
た
め
、

会
計
年
度
任
用
職
員
等
の
取
得
制

限
の
緩
和
、
周
知
等
に
関
す
る
事

項
の
追
加
に
伴
い
条
例
の
改
正
が

さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

教
育
委
員
会
委
員
及
び
消
防
団

員
の
報
酬
等
の
改
定
に
伴
い
条
例

の
制
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
議
会
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
根
羽
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
者
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
三
年
度
の
人
事
院
勧
告
に

よ
り
、
期
末
手
当
率
の
引
き
下
げ

に
関
す
る
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
営
住
宅
使
用
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

住
宅
の
完
成
に
伴
い
対
象
住

宅
を
追
加
す
る
改
正
が
さ
れ
ま
し

た
。

◆
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
法
律
改
正
に
伴
い
、
条
例

の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
七
号
）

　

減
債
基
金
及
び
公
共
施
設
整
備

基
金
へ
の
新
規
積
立
一
億
円
等
に

よ
り
、
二
億
千
五
百
七
十
二
万
九

千
円
を
追
加
し
、
総
額
二
十
四
億

三
千
九
十
四
万
八
千
円
余
と
な
り

ま
し
た
。

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
国
民
健
康
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振
興
課

　

遠
藤　

栄
一

 

（
埼
玉
県　

越
谷
市
）

　

平
松　

綾
乃

 

（
愛
知
県　

碧
南
市
）

◇
異

　
　動
（
４
月
１
日
付
）

総
務
課

　

▽
総
務
係
長

　
　

片
桐　

充
貴
（
振
興
課
）

　
　

山
本　

圭
佑
（
振
興
課
）

　

▽
再
任
用

　
　

石
原　

万
差
子
（
総
務
課
）

住
民
課

　
　

宮
島　

眞
洋
（
総
務
課
）

振
興
課

　
　

浅
井　

呂
空
（
総
務
課
）

教
育
委
員
会

　

▽
課
長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長

　
　

原
田　

喜
理
子
（
保
育
所
）

　

▽
保
育
所
長
兼
社
会
教
育
係
長

　
　

松
下　

剛
樹（
教
育
委
員
会
）

　
　

久
保
田　

洋
平
（
住
民
課
）

当
初
予
算

そ

　　の

　　他

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）

　

各
事
業
費
の
精
査
に
よ
り
、

六
十
万
円
を
減
額
し
、
総
額
一
億

五
百
十
四
万
円
余
と
な
り
ま
し

た
。

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

簡
易
水
道
事
業
債
繰
上
償
還
等

に
よ
り
、
七
百
二
十
五
万
円
を
増

額
し
、
総
額
五
千
六
百
九
十
八
万

五
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

各
事
業
の
精
査
に
よ
り
、
三
万

円
を
増
額
し
、
総
額
七
千
三
百
六

十
六
万
三
千
円
余
と
な
り
ま
し

た
。

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
利
用
見

込
み
等
に
よ
り
、
五
十
万
円
を
減

額
し
、
総
額
二
億
三
千
六
百
四
十

七
万
六
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
営
バ
ス
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

更
新
に
よ
り
廃
車
さ
れ
た
車
両

の
起
債
繰
上
償
還
費
用
等
の
増
額

に
よ
り
、
百
七
十
三
万
五
千
円
を

増
額
し
、
総
額
三
千
二
百
二
十
九

万
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
の
確
定
に
よ
り
、
四
十
万
円

を
減
額
し
、
総
額
千
七
百
六
十
万

円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
八
号
）

　

介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
操
出

金
に
よ
り
百
万
円
を
増
額
し
、
総

額
二
十
四
億
三
千
百
九
十
四
万
八

千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
三
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

支
払
基
金
交
付
金
の
額
確
定
見

込
に
よ
り
五
十
万
円
を
減
額
し
、

総
額
二
億
三
千
六
百
四
十
二
万
六

千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
令
和
四
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

予
算

◆
令
和
四
年
度
根
羽
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
四
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
予
算

◆
令
和
四
年
度
根
羽
村
下
水
道
特

別
会
計
予
算

◆
令
和
四
年
度
根
羽
村
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

◆
令
和
四
年
度
根
羽
村
営
バ
ス
特

別
会
計
予
算

◆
令
和
四
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
二
・
三

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

◆
根
羽
村
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
に
つ
い
て

　

根
羽
村
地
域
産
業
再
生
拠
点
施

設
（
ト
ラ
イ
ア
ル
ハ
ウ
ス
）
の
指

定
管
理
者
に
「（
一
社
）
ね
ば
の

も
り
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

　

石
原　

万
差
子

　
　
　
（
総
務
課
長
補
佐
）

　

坂
巻　

光
江

　
　
　
（
住
民
課
長
補
佐
）

◇
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

総
務
課

　

市
村　

諒

 

（
長
野
県　

南
箕
輪
村
）

住
民
課

　

松
下　

靖
子

 

（
愛
知
県　

豊
田
市
）

　

魚
住　

奈
都
子

 
（
愛
知
県　

一
宮
市
）

役
場
職
員
の
異
動

人

　の

　動

　き

　

根
羽
学
園
教
職
員
の
方
々
が
年

度
末
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

【
転
出

　七
名
】

○
中
原　

秀
樹　

校
長
先
生

　

丸
山
小
学
校
へ 

（
飯
田
市
）

○
近
松
志
津
夫　

先
生

　

松
川
中
央
小
学
校
へ（
松
川
町
）

○
伊
藤　

綾
華　

先
生

　

東
部
中
学
校
へ 

（
茅
野
市
）

○
林　

み
さ
き　

先
生

　

上
郷
小
学
校
へ 

（
飯
田
市
）

〇
荒
山　

健
人　

先
生

　

上
諏
訪
小
学
校
へ 

（
諏
訪
市
）

〇
太
田
真
智
子　
（
支
援
員
）

　

退
職　

○
宮
城　

春
奈　
（
給
食
調
理
員
）

　

退
職

【
転
入

　十
名
】

○
松
岡　

一
成　

校
長
先
生

　

泉
野
小
学
校
よ
り 

（
茅
野
市
）

○
中
沢　

洋
平　

先
生

　

緑
ヶ
丘
小
学
校
よ
り （
長
野
市
） 

○
森
田　

真
帆　

先
生

　

新
規
採
用

○
畔
上　

慧　
　

先
生

　

旭
ヶ
丘
中
学
校 

（
飯
田
市
）

○
市
場　

顕
司　

先
生

　

新
任 

○
今
井
久
美
子　

先
生

　

新
任

〇
片
桐　

光
代　
（
支
援
員
）

　

新
任

〇
鈴
木
と
き
ゑ　
（
支
援
員
）

　

新
任

〇
石
原
由
美
子　
（
支
援
員
）

　

新
任

○
北
澤　

尚
美　
（
給
食
調
理
員
）

　

新
任
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◎マイナポイント第 2段！
　マイナポイントの第 2段が始まりました。マイナンバーカード新規取得で、お好きなキャッシュレス決済（アプ
リやカード等）に 20,000 円チャージ又はお買い物をすると 5,000 円分のポイントが付与されます。（※ 1）
　役場でマイナポイント申請支援をしていますので、興味のある方はご相談ください。第 1段の未申込者も申し込
むことができます。
　また、『健康保険証としての利用申し込み』『公金受取口座の登録』をすることで、さらに 15,000 円分（各 7,500
円）のマイナポイントが付与されます。申請は 6月頃から 9月末までとなる予定です。

※ 1　申し込みしたキャッシュレス決済によって付与の時期が異なります。最大 20,000 円利用で 5,000 円分のマ
イナポイントが付与されます。10,000 円利用の場合は 2,500 円分のポイント付与となります。

◎マイナンバーカードの申請について
　現在、20 歳未満の方はカードの有効期限が 5年（5回目の誕生日到来まで）となっていますが、成年年齢引き
下げにより、今後は下図のとおりとなります。

➡
③

チャージorお買い物
上限5,000円分付与

➡ ➡
④（6月頃開始予定）
・健康保険証としての利用申込
・公金受取口座登録
　で7,500円分ずつ付与

①
マイナンバー
カード取得

②
マイナポイント
申し込み

申請受付

R4（2022）／4／１

発行 ・・・有効期限5年

・・・有効期限10年申請受付 発行

☆今まで
　申請日R4.4.1時点で20歳未満
　　　　　　　　　　　→　5年
★これから
　申請日R4.4.1時点で18歳未満
　　　　　　　　　　　→　5年

　令和 4年（2022 年）4月 1日から成年年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられます。18 歳から成年となりますが、
『できること』と『できないこと』があります。

18 歳（成年）になったらできること 20歳にならないとできないこと
（これまでと変わらないこと）

◇親の同意なく契約できる
　・携帯電話の契約　・ローンを組む　・クレジットカードをつくる
　・一人暮らしの部屋を借りる　など
◇ 10 年有効のパスポート取得
◇公認会計士、司法書士、医師免許、薬剤師などの国家資格を取る
◇結婚　女性の婚姻可能年齢が 16 歳から 18 歳に引き上げられ、男女
ともに 18 歳に。ただし、R4.4.1 時点で 16 歳以上 18 歳未満の女性は、
父母の同意を得て婚姻可能。
◇性同一性障害の人が性別の取扱いの変更審判を受けられる
※普通自動車運転免許の取得は従来同様「18 歳以上」で取得可能

◆飲酒
◆喫煙
◆競馬、競輪、オートレース、競艇
の投票権（馬券など）を買う
◆養子を迎える
◆大型・中型自動車運転免許の取得

　政府広報オンラインでは特設ページを開設しております。
　「政府広報　成年年齢引下げ」を検索！スマートフォンをお持
ちの方は、右記のＱＲコードを読み込んでください。

←政府広報オンライン
「成年年齢引下げ」特設ページの
ＱＲコード

マイナンバーカードについて

18 歳から“大人”になります18歳から“大人”になります
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注意 1：国保（保険証）が使えないとき
　次のような場合は保険証が使えませんのでご注意ください。
　病気とみなされないとき
　・疲労や倦怠　　　　・健康診断・人間ドック　　　　　・正常な妊娠・出産　　　・歯列矯正
　・経済上の理由による妊娠中絶　　・軽度のわきが・シミ・アザ等　　・美容整形　・予防注射　　など
　※労災保険の対象となるとき・・業務上（仕事や通勤途中）の病気や怪我。
　※給付が制限されるとき・・・故意の犯罪行為や故意の怪我、けんかや泥酔による病気や怪我、医師や保険者の指示に従わなかったとき
注意２：交通事故にあったとき（第三者行為の場合は、必ず国保担当へ届出をしてください）
　交通事故など、第三者から傷病を受けた場合も、国保でお医者さんにかかることができます。その際は、必ず役
場の国保担当に連絡して「第三者行為による傷病届」を提出してください。
　加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ませてしまうと国保が使えなくなる場合があります。示談の前に必
ず役場国保担当にご連絡ください。
　◆注意 2の届出に必要なもの　
　　・事故証明書（後日でも可）　・保険証　・印鑑　・本人確認書類及びマイナンバーが確認できる書類
　【注意】次の場合は国保が使えません！！！
　　・示談を済ませてしまった。
　◆第三者行為による事故とは・・・
　　・交通事故など第三者の行為によるけが　・他人の落下物によるけが　・他人の飼い犬にかまれた
　　・傷害事件に巻き込まれた　　　　　　　・スキー・スノーボード等での衝突・接触事故　　など
　・勤務中や通勤中の事故→労災保険　　・不法行為（飲酒運転や無免許運転等）

　産前産後期間の国民年金保険料免除制度は、次世代育成支援の観点から国民年金第１号被保険者※が出産をされ
た際、産前産後の国民年金保険料が一定期間免除される制度です。届出は、根羽村役場または、飯田年金事務所で
可能です。　　　※ 20 歳以上 60 歳未満の自営業者・農林漁業者とその家族、学生、無職の人
免除制度の内容
　■産前産後期間の免除制度は、「保険料免除された期間」も保険料を納付したものとして老齢基礎年金の受給額

に反映されます。
　※国民年金の保険料免除は全額免除の場合、将来の給付額は全額納付時と比べ２分の１となります。
　■産前産後期間は付加保険料が納付できます。
　■産前産後期間の保険料を前納している場合、全額還付（返金）されます。
届出しないと免除になりません
　■出産予定日の６か月前から届出ができ、手続きには書類が必要です。
　　・申請書、母子手帳（出産予定日の分かるもの）
保険料納付が免除される期間
　■出産予定日または、出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除されます。
　■多胎妊娠（２人以上の赤ちゃんを同時に妊娠）の場合は、出産予定日または出産日が属する月の３か月前から

最大６か月間の国民年金保険料が免除されます。
　※ 出産とは、妊娠 85 日（４か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます）
　■免除対象期間［色の付いた部分が免除期間］

国民健康保険についての注意

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます！
（現在、保険料免除制度を利用されている方も手続きしてください）

国民年金第１号被保険者の方へ



（8）令和４年３月３１日 第２０９号広　報　ね　ば

「2050ゼロカーボン」だより　　VOL.3



（9）令和４年３月３１日 第２０９号広　報　ね　ば



（10）令和４年３月３１日 第２０９号広　報　ね　ば

 地域おこし協力隊員紹介　三 好 諭
さと

 史
し 生年月日：S53.4.11

出 身 地：大阪府茨木市
前　　職：製造業の品質管理マネージャー
任 命 日：R3.12.16

Q1. 地域おこし協力隊に応募したきっかけは？
　私は大阪の北部にある、茨木市に生まれ育ちました。両親の趣味が登山
であることから、幼少期より登山に親しんで育ち、小学五年生の時に初め
て信州を訪れました。
　その時のインパクトは非常に大きく、信州が大好きになった私は、両親
にお願いし、毎年のように登山で信州を訪れていました。
　そのまま地元大阪の大学生になり、オートバイの免許を取った私はそれ
から自分の足で、夏になると信州を訪れ、雄大な景色を前に、いつか信州
に住むと夢を誓ったのでした。
　大学を卒業した際、これまた地元大阪にある企業に就職。なんだかんだ
と大阪で過ごすと思いきや、いきなりの赴任が福岡になり、3，4 年ほど
勉強してこいとのお話が、いつの間にか責任あるポジションになり、17
年も過ごすことになりました。
　福岡で生活する中で妻とテニスサークルで出会い、結婚。二人の男児に
恵まれました。
　福岡に転居後も、自動車関連の会社だったため、お盆期間には 1 週間ほ
どの休みが頂けたので、愛車に家族を乗せ、大阪の実家経由で毎年信州を
訪れていました。
　しかし 2021 年に大きな変化があり、海外への単身赴任命令が下りまし
た。家族との過ごす時間を一番に考えていた私は、しばらくして家族帯同できるという約束で赴任しましたが、実
際にはコロナ禍ということもあり、現実的に不可能なことが判りました。
　右も左もわからない中、必死に過ごしてきましたが、一度きりの人生、後悔しないように生きよう！と思った私
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、かつて学生時代に誓った夢を叶えるべく、そして家族一緒に暮ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したいという想いを叶えるべく、会社を辞め帰国し、新しい人生を歩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むことにしました。

　その中で自分のやりたいことを考えた際、大好きな信州で観光に携
わる仕事がしたいと思い、根羽村地域おこし協力隊の観光分野に応募
し、採用して頂き現在に至ります。

Q2. 今後の目標は？
　2021 年 12 月半ばにまず単身で入村、翌 1 月に家族を連れて移住し
ました。
　冬の寒さが厳しい時期でもありましたが、地区の皆様にも暖かく迎
えられ、自然に囲まれた環境で子供たちも元気に過ごしています。
　この素晴らしい自然環境に囲まれ過ごす中、村民の皆様が自然を大
切にしてこられたのを非常に感じました。
　私は観光協会として、さらに魅力ある観光地域づくりを進めるため、
観光資源の開発、歴史・自然・文化の保存、活用を進めていきたいと
思っております。
　村民の皆様と一丸となり、取り組んでまいりたいと思いますので、
今後ともご支援のほど、よろしくお願い致します。

　長野県内の事業場で働く全ての労働者に適用される
｢長野県最低賃金｣ が、令和３年１０月１日から時間額
８７７円に改正されます。
　この機会に、ご確認ください。
　なお、対象となる賃金は、通常の労働時間・労働日に
対応する賃金で、臨時に払われる賃金、精皆勤手当、通
勤手当及び家族手当などは含まれません。

長野県最低賃金のお知らせ
　また、中小企業・小規模事業者等に対する賃金の引き
上げの環境整備、雇用の維持を図るための支援策を実施
していますので、ご活用ください。
○お問い合わせ先
　｢最低賃金｣ については、
　長野労働局労働基準部賃金室　℡０２６−２２３−０５５５
又は最寄の労働基準監督署
　｢助成金｣ については、
業務改善助成金　長野労働局雇用環境・均等室
　　℡０２６−２２３−０５６０
キャリアアップ助成金　長野労働局　職業対策課
　　℡０２６−２２６−０８６６
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皆さん、こんにちは。令和２年４月から地域おこし協力隊としてお世話になってから、早いもので 2年が経ち
ました。根羽村に来た目的は当初からブレることなくトマト栽培を軸として就農することだったので、それを具現
化するために快く相談に乗っていただいた根羽村の方々のお力添えもあり、新たな気持ちで今後の人生の再スター
トが切れることに「ありがとう」の感謝の気持ちでいっぱいです。
地域おこし協力隊の任期中、その目的のため取り組んできたことは、農業技術の向上や経営について学び「経済
的自立」ができるように実現可能な事業計画を立て取り組んできました。また、定住・定着を意識して村営住宅か
ら引っ越しをして「生活的自立」ができるように仕事場と暮らしの環境づくりや地域活動など、総合的に工夫して
いきたいと考えています。また「精神的自立」について、悩む前に腹ごしらえって言いますが米食べたら案外大丈
夫ってこともありますし、なんとなく「誰と一緒」かが重要なのだろうと考えています。幸いにも「ひとりぼっち」
ではない環境も心の支えになっています。

さて新型コロナウイルス感染症対策の影響により、人が集まる機会も減り、経済も含め様々な問題が深刻化して
いる状況に加え、ロシアとウクライナの戦争もあり、平和を祈っている思いはあるものの、暴力は歴史上、最も多
くの事に決着を付けてきたことも現実、しかしそのことで解決できないのも現実です。ここ２，３年の間に大きな
出来事が２つも起きてしまい平和ボケしている自分にとって、改めて考えるよい機会になったと前向きに思いたい。
これは大きく時代が変わろうとしているサインのように感じます。
このことで国際物流に与えた影響も大きなもので、新規就農するために初期投資を安価に済ませたいが、資材、
肥料、燃料などの高騰が止まらず、固定費が傾くと経営が厳しくなることは間違いなく、それを考えても仕方がな
いので、個人で解決できない問題はしっかり理解して記憶に保存だけして、やりた
いときにいつ始めてもいいし、簡単じゃないからやりたいし、基本人間なんて行き
当たりばったりだと考えています。

ここからが本題ですが、３月末に地域おこし協力隊の任期を終え卒業します。
令和４年４月からは引き続き根羽村で新規就農者としてお世話になり、目先の目
標としてハウス建設や設備等の構築を行いトマトの定植を 6月上旬に予定していま
すが、設備等の資材調達が容易にできない物流の現状により、予定に間に合うか不
安ではありますが「自分が決めたことは必ずやる」ということ、「農業は肉体労働だ」
ということ、「好きなことには嫌いなものが付いてくる」ということ「嫌いなもの
を如何に好きになれるか」など自問自答しながらひっそりと地味に生きたいと考え
ています。
根羽村の皆さん、これからもどうぞよろしくお願いします。

新規就農について　　　　　　地域おこし協力隊　臼 井 誠 和

ハウス建設予定地
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